
 

 

区
議
会
第
３
回
定
例
会
は
10

月
16
日
、
２
０
２
４
年
度
渋
谷

区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と

国
保
な
ど
３
事
業
会
計
決
算
を

含
む
区
長
提
案
の
議
案
、
区
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請

願
、
区
議
会
と
し
て
の
意
見
書

な
ど
を
表
決
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。 日

本
共
産
党
区
議
団
は
、
物

価
高
騰
に
苦
し
む
区
民
に
は
、

行
く
届
く
支
援
を
行
わ
ず
、
国

保
料
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
ト
リ
プ
ル

値
上
げ
を
押
し
付
け
、
さ
ら
に
、

玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再
整
備

な
ど
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
悪
政
を

進
め
た
一
般
会
計
と
３
事
業
会

計
決
算
に
反
対
し
、
い
が
ら
し

千
代
子
議
員
が
本
会
議
で
の
討

論
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
●
「
渋
谷
区
地
区
計
画

等
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
本
町
と

幡
ヶ
谷
２
丁
目
の
６
号
通
り
ま

で
の
地
域
の
高
さ
制
限
を
20
ｍ

か
ら
30
ｍ
に
緩
和
す
る
も
の
で
、

開
発
を
誘
導
し
住
民
の
理
解
は

得
ら
れ
て
い
な
い
、
●
「
渋
谷
駅

街
区
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

区
域
に
お
け
る
渋
谷
駅
東
口
駅

前
広
場
高
質
空
間
形
成
施
設
等

の
工
事
に
係
る
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
」
は
、
渋
谷
駅
東
口
広
場

の
再
整
備
に
巨
額
の
税
金
を
投

入
す
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
反

対
し
ま
し
た
。 

一
方
、
区
民
の
請
願
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
議
員
と

な
り
、
●
「
最
高
裁
判
決
に
従
い

生
活
保
護
制
度
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
を
国
会
・
政
府
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
は
牛
尾
ま
さ
み
団
長

が
、
●
「
区
独
自
の
介
護
保
険
料

減
免
と
利
用
料
負
担
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て

は
、
い
が
ら
し
千
代
子
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
賛
成
討
論
を
行
う
な

ど
、
採
択
に
全
力
を
あ
げ
ま
し

た
。(

下
表
参
照) 

今
号
で
は
、
●
「
玉
川
上
水
旧

水
路
緑
道
再
整
備
工
事
（
そ
の

５
）
請
負
契
約
」
に
対
し
て
、
私

の
本
会
議
で
の
反
対
討
論
を
ご

紹
介
し
ま
す
。(

要
旨) 

 

本
契
約
は
、
玉
川
上
水
旧
水

路
緑
道
再
整
備
工
事(

そ
の
５)

に
つ
い
て
、
株
式
会
社
テ
ラ
ヤ
マ

東
京
支
店
と
９
億
６
８
０
０
万

円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
初
台
緑

道
の
代
右
衛
門
橋
か
ら
改
正
橋

に
至
る
６
４
５
０
㎡
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
玉
川
上
水
旧
水

路
緑
道
再
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
総
額
１
２
０
億
円

も
の
税
金
を
投
入
し
、

農
園
な
ど
を
整
備
、
指

定
管
理
者
に
よ
っ
て
民

間
企
業
に
管
理
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

反
対
理
由
の
第
１ 

圧

倒
的
多
数
の
近
隣
住
民

の
反
対
の
声
を
無
視
し
、

次
々
と
工
事
を
進
め
る

こ
と
は
、
憲
法
と
地
方

自
治
法
で
保
障
さ
れ
た

住
民
自
治
を
否
定
す
る

も
の
で
許
さ
れ
な
い 

 

緑
道
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
笹
塚
・

大
山
緑
道
か
ら
幡
ヶ
谷

緑
道
に
至
る
４
件
の
１

３
億
６
４
０
０
万
円
の

工
事
契
約
が
締
結
さ
れ
、

工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。 一

方
、
緑
道
沿
道
の

住
民
は
、
こ
の
計
画
に
つ

い
て
の
反
対
の
声
を
上

げ
続
け
て
い
ま
す
。
今

定
例
会
に
も
「
玉
川
上

水
旧
緑
道
整
備
の
工
事

一
時
中
断
と
再
検
討
を

求
め
る
請
願
」
が
提
出

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
繰

り
返
し
区
議
会
へ
の
請

願
に
と
り
く
み
、
３
０
２

７
人
分
の
署

名
も
区
長
に

提
出
し
ま
し

た
。 

区政リポート 渋谷区議会議員 Ｎｏ．６８９ 

２０２５年 

１０月２４日

笹
塚
・
大
山
緑
道
の
工
事
が
終
わ
っ
た
後
に
開

か
れ
た
サ
サ
ハ
タ
ハ
ツ
会
議
で
も
、
参
加
者
か

ら
テ
ラ
ゾ
は
高
額
で
舗
装
材
と
し
て
適
し
て
い

な
い
と
参
加
者
の
圧
倒
的
多
数
が
反
対
意
見
を 

   

 

区
議
会
第
３
回
定
例
会
閉
会
・
２
０
２
４
年
度
各
決
算
に
反
対
、
請
願
採
択
に
全
力 

玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再
整
備
工
事
（
そ
の
５
）
請
負
契
約
に
反
対
討
論 
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渋谷区地区計画等の区域内における建築物の制限
に関する条例の一部を改正する条例

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渋谷駅街区土地区画整理事業施行区域における渋
谷駅東口駅前広場高質空間形成施設等の工事に係
る協定の締結について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川上水旧水路緑道再整備工事（その５）請負契約 可決 × ○ × ○ ○ ×退 ○ × ×
玉川上水旧水路緑道再整備工事（その6）請負契約 可決 × ○ × ○ ○ ×退 ○ × ×
令和６年度渋谷区一般会計歳入歳出決算 認定 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度渋谷区国民健康保険事業会計歳入歳出
決算、同介護保険事業会計歳入歳出決算、同後期
高齢者医療事業会計歳入歳出決算

認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富ヶ谷１丁目の工事に伴う行政指導の強化等を求
める請願

不採択 ○ × ○ × × ○ × ○ ○

玉川上水旧水路緑道再整備の工事一時中断と再検
討を求める請願

不採択 ○ × ○ × × ○ × ○ ○

最高裁判決に従い生活保護制度の充実を求める意
見書を国会・政府に提出することを求める請願

不採択 ○ × ○ × × ○ × ○ ×

区独自の介護保険料減免と利用料負担助成の拡充
を求める請願

不採択 ○ × ○ × × ○退 × ○ 棄権

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求
める意見書

可決

リチウムイオン電池の適正処理の推進についての意見書 可決

全会派一致

全会派一致

議会
改革
（3）

矢ヶ
崎
議員

太田
議員

久世
議員

共産党
（3）

自民・無
所属（7）

立憲・
国民
（6）

シブヤ
を笑顔

(6)

公明党
（5）

2025/10/16第3回定例会最終本会議での表決結果(抜粋)

議案 可否

会派名(人数)

田中 まさや 

裏面に続く 



 

な
り
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
高
額
な

材
料
費
、
も
っ
と
歩
道
に
合
っ
た

い
い
材
料
が
あ
る
」
、
「
無
機
質

な
テ
ラ
テ
ラ
し
た
赤
い
道
、
緑

に
は
マ
ッ
チ
し
な
い
。
雨
が
降
っ

た
ら
滑
り
そ
う
で
、
年
寄
り
は

歩
き
た
く
な
い
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
87

.5%

が
反
対
し

て
い
ま
す
。
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
も

な
く
、
単
に
「
意
匠
性
」
に
優
れ

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
住
民

が
反
対
し
て
い
る
テ
ラ
ゾ
材
を

使
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。 

 
第
３
の
理
由
は
、
樹
木
を
大
量

に
伐
採
し
、
公
園
に
農
園
を
整

備
し
、
指
定
管
理
者
に
管
理
さ

せ
る
こ
と
は
、
都
市
公
園
に
対

す
る
区
の
責
任
を
放
棄
す
る
か

ら 

初
台
緑
道
の
う
ち
４
１
０
㎡

は
客
土
と
い
う
黒
土
を
入
れ
、

「
は
ぐ
く
む
広
場
」
と
名
付
け
て
、

遊
び
場
、
花
壇
、
農
園
を
整
備

す
る
計
画
で
す
。
農
園
に
つ
い

て
は
、
近
隣
住
民
か
ら
強
い
反

対
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
91
％
が
「
必
要
な
い
」

と
答
え
て
お
り
、
「
限
ら
れ
た
区

画
に
、
限
ら
れ
た
人
の
み
が
利

用
す
る
の
は
不
公
平
」
、
「
継
続

的
に
運
営
で
き
な
い
こ
と
が
目

に
見
え
て
い
る
」
な
ど
、
だ
れ
も

が
24
時
間
自
由
に
憩
え
る
都

市
公
園
を
一
部
の
利
用
者
に
占

有
さ
せ
る
こ
と
へ
の
批
判
や
管

理
に
対
す
る
不
安
、
獣
害
な
ど

の
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど
を
危

惧
し
て
い
ま
す
。
農
園
を
つ
く

ら
な
い
で
と
の
声
を
無
視
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
都
市
環
境
委
員
会
で
は
、

緑
道
全
体
を
指
定
管
理
者
に
管

理
さ
せ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た

が
、
民
間
の
営
利
企
業
に
管
理

さ
せ
れ
ば
、
都
市
公
園
が
カ
フ

ェ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
よ
る
営
利
追
及
の
場
に

さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
都
市
公
園

に
対
す
る
区
の
管
理
責
任
を
放

棄
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。 さ

ら
に
、
こ
の
工
事
契
約
で

は
、
現
在
の
中
木
３
８
８
本
、

低
木
１
０
８
６
本
の
う
ち
、
中

木
３
１
９
本
、
低
木
７
５
０
本

と
７
割
か
ら
８
割
の
樹
木
を
除

却
し
ま
す
。
除
却
し
た
樹
木
は
、

他
に
移
植
の
当
て
が
あ
る
も
の

以
外
は
廃
棄
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
樹
木
を
で

き
る
だ
け
残
し
て
ほ
し
い
と
の

住
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
り
、

長
年
育
ん
で
き
た
生
態
系
を
も

破
壊
す
る
も
の
で
許
さ
れ
ま
せ

ん
。 玉

川
上
水
・
内
藤
新
宿
分
水

散
歩
道
の
整
備
に
参
加
さ
れ
た

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
石
川
幹

子
さ
ん
は
、
現
在
の
緑
道
計
画

に
つ
い
て
、
「
地
域
が
育
ん
で
き

た
自
然
資
源
や
文
化
を
尊
重
す

る
姿
勢
が
著
し
く
希
薄
」
し
て

お
り
、
「
生
物
多
様
性
国
家
戦

略
２
０
２
３-

２
０
３
０
」
を
ま

っ
た
く
顧
み
ず
、
逆
行
し
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
初
台
緑
道
に
整

備
さ
れ
て
い
る
自
転
車
駐
輪
場
、

バ
イ
ク
の
駐
車
場
の
２
０
２
４

年
度
の
稼
働
率
は
ど
ち
ら
も
１

０
０
％
を
超
え
て
い
る
の
に
、

駐
輪
場
は
60
台
分
削
減
、
バ
イ

ク
駐
車
場
は
な
く
す
計
画
で
す
。

住
民
に
相
談
も
な
く
、
不
利
益

と
な
る
計
画
を
提
案
し
て
い
る

こ
と
自
体
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
。 

 第
４
の
理
由
は
、
玉
川
上
水
旧

水
路
緑
道
再
整
備
事
業
に
１
２

０
億
円
も
の
税
金
を
投
入
す
る

こ
と
は
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む

区
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
か

ら 

 

実
質
賃
金
は
８
カ
月
連
続
マ

イ
ナ
ス
、
実
質
年
金
給
付
も
減

り
続
け
、
中
小
企
業
の
倒
産
は

１
２
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
す
。

い
ま
区
民
の
く
ら
し
は
、
物
価

高
騰
に
よ
っ
て
か
つ
て
な
く
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

困
っ
て
い
る
区
民
の
支
援
に

背
を
向
け
る
一
方
で
、
緑
道
再

整
備
に
は
湯
水
の
よ
う
に
税
金

を
投
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
契

約
に(

そ
の
６)

を
加
え
る
と

13
億
９
６
４
５
万
円
を
支
出
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
緑
道
整
備

計
画
の
全
体
で
は
１
２
０
億
円

も
の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
、

区
民
の
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

長
年
緑
道
に
親
し
ん
で
き
た
区

民
か
ら
は
、
「
今
の
緑
道
の
良
さ

を
50
年
、
１
０
０
年
残
し
て
。 

 そ
の
た
め
に
適
切
に
管
理
す
る
の
が
一
番
」と
の

声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

圧
倒
的
多
数
の
近
隣
住
民
の
反
対
を
無
視
し

て
、
区
長
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
る
緑
道
再
整

備
に
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
区
民
の
税
金
を
投

入
す
る
本
契
約
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
玉
川
上

水
旧
水
路
緑
道
再
整
備
計
画
は
撤
回
し
て
、
住

民
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
今
の
緑
道
を
生
か
し

た
維
持
管
理
を
行
う
べ
き
で
す
。 

 

以
上
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。 

 

述
べ
た
の
に
対
し
て
、
区
長
は
こ
の
ま
ま
進
め

て
い
く
と
冷
た
く
切
り
捨
て
ま
し
た
。
区
長
が

「
賛
成
し
て
い
る
人
も
い
る
」
と
い
っ
て
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
わ
ず
、
計
画
を
強
行
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は
沿
道
住

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
中
間

集
約
で
は
、
「
工
事
を
中
止
し
、
住
民
の
声
を
聞

く
」
と
答
え
た
人
は
89

.3
％
に
達
し
て
お
り
、

圧
倒
的
多
数
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
な
ぜ
反
対
の
声

が
あ
る
の
に
無
視
す
る
の
か
」
、
「
一
番
大
切
な

近
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
。
毎
日
生
活
し
て
い
る
の
は
私
達
で
す
」
と

の
厳
し
い
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

う
し
た
９
割
も
の
反
対
の
声
を
切
り
捨
て

て
、
一
部
の
「
賛
成
」
の
声
を
理
由
に
、
区
長
が

進
め
た
い
再
整
備
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
あ
り

言
語
道
断
で
す
。 

 第
２
の
理
由
は
、
園
路
舗
装
材
や
ベ
ン
チ
、
水
飲

み
な
ど
に
使
用
す
る
テ
ラ
ゾ
材
が
あ
ま
り
に
高

額
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
対
す
る
住
民
の
声
を
聞

か
な
い
こ
と 

本
契
約
で
使
用
さ
れ
て
い
る
テ
ラ
ゾ
材
は
、

舗
装
材
で
平
米
単
15
万
６
０
０
０
円
と
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
７
．
８
倍
、
カ
ラ
ー
コ
ン
ク

リ
ー
ト
56
倍
も
高
額
で
総
額
２
億
５
３
３
４

万
円
で
す
。
ベ
ン
チ
の
単
価
は
半
円
型
３
２
３

万
円
、
Ｌ
型
２
６
０
万
円
12
基
の
総
額
は
３
３

７
２
万
円
、
車
止
め
の
単
価
は
33
万
３
３
０
０

円
で
49
基
の
総
額
１
６
３
３
万
１
７
０
０
円
、

手
洗
い
１
基
１
２
７
万
８
２
０
０
円
な
ど
、
テ

ラ
ゾ
材
を
使
用
し
た
資
材
だ
け
で
総
額
３
億

３
４
０
万
円
余
で
施
設
整
備
工
事
費
35
％
を

超
え
る
異
常
さ
で
す
。
舗
装
材
に
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
キ
ン
グ
、
他
は
一
般
的
な
材
料
を
使
っ
た
場

合
と
比
較
し
て
、
約
２
億
６
千
万
円
も
高
額
と 

 

 

8%

85%

8%

緑道再整備計画について
計画通り進める

工事を中止し、住民の声を聞く

わからない

 

2%

83%

15%

テラゾ材の使用について

良い 使用はやめる わからない

 

5%

86%

9%

農園の整備について

整備する 必要ない わからない


